
一謡

曲

「
つ
」

の

ノ

ム

音

に

つ

一削

田

正

以
前
に
謡
曲
語
句
の
読
み
方

・
発
音
に
つ
い
て
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
度
は

「
つ
」
の
ノ
ム
音
に
つ
い
て
、
少
し
詳
細
に
記

す
こ
と
と
し
た
。
現
在
で
は

「
つ
」
は
、
０
そ
の
ま
ま

「
ツ
」
お
口
と
発
音
す
る
場
合
、
０

「
ツ
ー
」
と
延
音
に
す
る
場
合
、
日
促
音

に
す
る
場
合
、
の
三
つ
で
あ
る
が
、
謡
曲
を
謡
う
際
に
、

「
ツ
」
を
口
を
閉
じ
て
鼻
に
抜
い
て
発
音
す
る
場
合
が
あ
り
、
宝
生

・
金
春

等
は

「
つ
」
の
脇
に

「
ノ
ム
」
喜
多
は

「
ム
」
観
世
は

「
合
」
の
字
を
添
え
て
あ
る
。

「
日
葡
辞
書
」
を
見
る
と

「
松
」
は

〓
”
一響
、
「
夏
」
は

Ｚ
”
”響
、
「
月
」
は

弓
Ｏ
ｃ

，

こ
れ
等
は
字
訓
の
場
合
で
あ
る
。

「
時
日
」

は

目
Ｉ

「
日
月
」
は

Ｈ”置
口
聟

こ
れ
等
は
字
音
の
場
合
で
あ
る
。

「
勝
手
」
は

０
”
一お

「
一
党
」
は

Ｈ一ざ

こ
れ
等
は
促
音
で
あ
る
。

（因
み
に
日
葡
辞
書
の
右
の
時
日

ｏ
日
月
の
Ｉ
は
Ｊ
で
あ
る
。）

右
の
ｔ
だ
け
で
示
し
て
い
る
も
の
が
、
一謡
曲
の
ノ
ム
に
あ
た
る
。

謡
曲
で
も
字
音
の
場
合
は
ノ
ム
音
に
発
音
し
、
訓
の
場
合
は
普
通
の
ツ
に
発
音
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
時
に
訓
で
あ
る
の
に
ノ
ム
も

の
が
あ
る
。
今
現
在
宝
生
流
で
の
ノ
ム
の
場
合
を
全
部
網
羅
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
他
流
の
方
は
実
際
に
習

っ
た
の
で
な
く
、

現
行
謡
本
に
記
さ
れ
て
い
る
の
に
よ

っ
て
、
間
々
対
照
し
た
。
括
弧
内
の
数
字
は
、
今
後
の
研
究
の
捜
索
に
資
す
る
た
め
、
昭
和
三
十

七
年
十
二
月
ゎ
ん
や
書
店
発
行
の
宝
生
流
旅
の
友
に
よ

っ
て
所
在
の
頁
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

排
列
は
大
体
ノ
ム
字
の
あ
る
詞
の
上
の
文
字
の
五
十
音
順
に
よ
り
、
同
じ
漢
字
の
も
の
は
そ
の
漢
字
の
と
こ
ろ
に
集
め
、
そ
の
語
句

中
に
ノ
ム
音
の
あ
る
も
の
は
そ
の
右
側
に
○
を
添
え
て
お
い
た
。

し)

て

（
一）

民



ノ
ム
音
を
片
仮
名
で
羅
列
し
、
そ
の
次
に
実
例
を
挙
げ
、
次
に
そ
の
曲
名
を
記
し
、
そ
の
下
に
頁
数
を
記
し
、
同
じ
語

句

の
も

の

は
、
曲
名
と
頁
数
だ
け
を
掲
げ
、
同
頁
内
に
二
つ
以
上
出
し
て
い
る
も
の
は
、
ア
ラ
ビ
ヤ
数
字
で
２

・
３
等
と
記
し
て
あ
る
。
引
例
中

ノ
ム
音
に
謡
う
も
の
は
、
そ
の
項
に
属
し
な
い
も
の
で
も
、
そ
の
語
の
右
方
に
○
印
を
附
し
て
お
い
た
。

ノ
ム
音
が
次
の
字
と
結
合
し
て
促
音
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
後
に
ま
と
め
て
お
い
た
。

甲
　
ツ
が
ノ
ム
音
に
な

っ
て
い
る
も
の
。

エ
ツ

さ
れ
ば
越
の
臣
下
に
て
　
　
　
船
弁
慶

（
一
八
四
七
）

喜
悦
の
　
大
　
蛇

（
四
〇
五
）
　

谷
行

（
一
二
九
八
）

恐
悦
の
　
小
鍛
冶

（七
六
八
）

カ

ツ

囲
続
渇
仰
　
千
引

（
三
二
九
七
）
　

渇
仰
す
る
は
　
花
筐

（
一

和
布
刈

（
二
〇
二

一
・
二
〇
二
一
じ
　

士
口
野
静

（
三
二
〇
〇
）

石
割
地
獄
　
歌
占

（
二
〇
三
）

等
活
黒
縄
衆
合
　
求
塚

（
二
〇
五
四
）

キ

ツ

不
吉
の
　
七
騎
落

（
八
八
〇
）

「
吉
」
は
、
吉
日

（春
栄

・
藤
栄

・
道
成
寺

・
藤
戸
）
吉
次

ク

ソ

七

一
二
）
　

渇
仰
の
　
加
茂

（
五

一
工Ｃ

　

桜
川

（八
三
四
）

渇
仰
申
さ
せ
　
加
茂

（
五
七

一
）

吉
六

（鳥
帽
子
折
）
な
ど
キ
チ
で
、
キ
ツ
は
珍
し
い
。

（一一）



ゴθ9

（一一一）

岩
窟
の
　
千
手

（
一
一
四
六
）
　

卒
都
婆
流

（
三
二
八
三
）

人
馬
う
ん
く

つ
に
身
を
砕
き
　
小
鍛
冶

（
七
六
四
）

附
記
　
一玉
生

・
金
春

・
喜
多
各
流
は

「
う
ん
く

つ
」
で
あ
る
が
、
観
世
は

「
巌
窟
」
と
な

っ
て
い
る
。

「
う
」
と
変
体
仮
名
の

「
か
」
と
は
字
形
が
似
て
い
る
の
で
、
観
世
の
方
で
は

「
が
ん
く

つ
」
に
し
た
も
の
か
と
思
う
。

ケ
ツ

・
グ
ツ

決
定
往
生
　
折百
願
寺

（
一
〇
四
七

ｏ
一
〇
四
九
２

ｏ
一
〇
五
〇
）
　

遊
行
柳
の
三

一
五
）

決
定
す
る
　
折百
願
寺

（
一
〇
五
〇
）

黄
綴
頴
の
　
江
日

（
二
六
四
）

同
穴
の
　
班
女

（
一
七
二
八
）
　

偕
老
同
穴
の
　
楊
貴
妃

（
二

一
六
五
）

問
穴
道
の
　
弱
法
師

（
三
二

一
八
）

断
見
の
科
　
放
下
僧

（
一
八
六
三
）

附
記
　
観
世

・
金
春

・
喜
多
、
何
れ
も
ダ
ン
ケ
ン

重
結
に
　
誂吹
占

（
一
九
四
）

一
月
夜
々
の
　
羽
衣

（
一
六
四
六
）

雨
月
の
　
雨
月

（
一
七
三
）
　

壼
一（月
の
　
媒
捨

（
三
六
六
）
　

円
月
に
　
当
麻

（
一
二

一

七
）
　

円
月
の
　
当
麻

（
一
二

一
三
）
　

海
月
も
　
鴛

（
一
六

一
三
）
　

花
月
が
身
に
　
花
月

（
四
四

一
）
　

こ
れ
は
花
月
、
名

こ
そ
か
は
る
と
も
　
花
月

（
四
四
三
）
　

八
月
九
月
げ
に
ま
さ
に
　
砧

（
五
八
五
）
　

遊
子
残
月
に
　
一
一人
静

（
三
二
九
六
）

二
月
に
　
舎
利

（九
二
四
）
　

一
一月
の
　
一凸
砂

（
一
二
三
〇
）
　

弱
法
師

（
三
二
二
〇
）
　

日
月
遅
し
と
　
部
郭

（
五
五

一
）

眼
は
日
月
面
を
向
く
べ
き
　
紅
葉
狩

（
二
〇
六
四
）
　

日
月
の
　
海
人

（
八
九

・
九
四
）
　

大
江
山

（
三
二

一
）
　

咸
陽
宮

（
五

五
八
）
　

鶴
亀

（
一
二
九
八
）

船
弁
慶
２

八
四
〇
）

新
月
の
　
雨
月

（
一
七
四
）
　

嫉
捨

（
三
六
二
）

小
督

（七
七
四
）

融

（
一
四
九
七
）
　

一三
井
寺

（
一
九
五
八
）
　

八
月
半
の
日
　
女
郎
花

（
二
九
二
）
　

風
月
の
　
松
虫

（
一
九
二
三
）

　

来
殿



（
三
二
三
二
）
　

明
月
に
　
小
督

（七
七
四
）
　

羽
衣

三
井
寺

（
一
九
五
五
）
　

名
月
に
　
融

（
一
四
九
七
）

風
羅
月
に
　
江
口

（
二
六
四
）
　

定
家

（
一
四

一
二
）

盆

六
二
九
）
　

一三
井
寺

（
一
九
六
〇
）

明
月
に
て
小
督

（七
七
三
）

名
月
の
　
融

（
一
四
九
八
）
　

夜
月
に
　
生
田
敦
盛

（
一
三

一
）
　

松

○
原
文
定
家
の
方
は
羅
月
と
な
っ
て
い
る
。
朧
月
の
百
万
２

七
八
三
）

三
二
）
　

粗
忽
な
る
事
を
　
摂
待

（
一
一
〇

一
・
一
一

粗
忽
に
は
　
橋
弁
慶

（
一
六
五
九
）

骨
髄
の
　
小
鍛
冶

（七
六
七
）
　

朽
骨
　
朝
長

（
一

コ

ツ

乞
巧
人

小
町

（
一

忽
然
と

〇
五
）

器
量
骨
柄

五
二
五
）

ナ
ツ

歌
舞
の
菩
薩
の
　
杜
若

（
四

一
五

・
四

一
六
）
　

胡
蝶

（
八
〇
六
）

抵
言
願
寺

（
一
〇
五
七
）
　

当
麻

士

（
一
四
五

一
）
　

遊
行
柳

（
二

一
二
六
）
　

行
基
菩
薩
の
　
巻
絹

（
一
八
八
七
）
　

楊
柳
観
音
菩
薩

四
菩
薩
も
　
舎
利

（九
二
四
）
　

諸
仏
諸
菩
薩
　
鉄
輪

（
四
九
二
）
　

大
菩
薩
　
近
言
願
寺

（
一
〇
五
六
）
　

八
幡
大
菩
薩
　
弓
矢

立
合

（
三
二
九
四
）
　

八
幡
大
菩
薩
の
　
弓
八
幡

（
二

一
三
七
）
　

一騰
戸

（
一
八

一
九
）
　

仏
菩
薩
の
　
大
原
御
幸

（
三
八
〇
）

妙
音
菩
薩
も
　
呉
服

（六
八
三
）
　

菩
薩
の
　
熊
坂

（六
四
四
）

東
岸
居
士

（
一
四
五

一
）
　

放
生
川

（
一
八
七
三
）
　

盛
久

（
二
〇
七
二
）
　

菩
薩
も
　
葵
上

（
一
工Ｃ

　

天
鼓

（
一
四
二
七
）
　

通
盛

（
一
九
八
〇
）

附
記
　
一随
摩
潟

（大
原
御
幸
）
薩
摩
守

（俊
成
忠
度

・
忠
度

・
通
盛
）
　

一陸
摩
の
国

（鳥
追
）
な
ど

「薩
摩
」
の
場
合
は
ノ
ム

（四
）

三 当 一 卒
摂 井 麻 七 都
待 寺 ⌒ 六 婆
⌒ ⌒ 一

V小
一 一 二   町

（
一
一
七
六
）

弱
法
師

（
三
二

一
九
）

乞
食
　
旦
果
清

（
四
二
五

・
四
二
八
２

ｏ
四
三
〇
）
　

卒
都
婆

一
三
）
　

野
宮

（
一
六

一
七
）
　

遊
行
柳

（
二

一

九
六
五
）
　

粗
忽
に
や
　
橋
弁
慶

（
一
六
六
工Ｃ

一
〇
八
）
　

御
こ
つ
が
ら
　
八
島

（
二
〇
八
九
）

（
一
二

一
六
）
　

東
岸
居

養
老

（
二

一
九
二
）



（五
）

音
に
し
な
い
。
観
世

・
金
春

・
喜
多
な
ど
皆
同
様
で
あ
る
。

雁
札
ぞ
か
し
　
一局
野
物
狂

（七
四
七
）
　

金
札
の
　
金
札

（六

一
〇
）
　

一局
札
の
　
咸
陽
宮

（
五
五
九
）

摂
待

颯
々
の
　
雨
月

（
一
七
六
）
　

須
磨
源
氏

（
一
〇
二

一
）
　

一尚
砂
２

一
百
三

２
）

龍
田

（
一
二
七
九
）

木
賊

羽
衣

（
一
六
四
九
）
　

松
尾

（
一
九
二
三
）

ジ
ツ

・
ジ
ツ

勧
学
の
室
に
　
来
殿

（
三
二
三
三
）
　

方
丈
の
室
に
　
東
北

（
一
四
八
五
）

庵
室

へ
　
自
然
居
士

（九
〇
三
）
　

日疋
界

（
一
〇
六

一
）
　

庵
室

へ
と
　
西
行
桜

（
八

一
〇
）
　

庵
室
に
　
車
僧

西
行
桜

（
八

一
〇
）
　

庵
室
の
　
大
原
御
幸

（
三
七
四

・
三
七
七
）
　

芭
蕉

（
一
六
六
九
）
　

大
会

（
一
一
八
八
）

九
九
六
）
　

西
行
桜

（
八

一
〇

・
八

一
一
）
　

庵
室
も
　
熊
坂

（六
四
五
）
　

御
庵
室
に
　
大
原
御
幸

（
三
七
四
）

雲
雀
山

（
一
七
五
六
）

周
室
の
　
小
鍛
冶

（七
六
三
）

無
実
の
　
来
殿

（
三
二
三
四
）
　

松
浦
物
狂

（
三
二
七
〇
）

花
実
の
　
西
行
桜

（
八

一
二

ｏ
八

一
六
）

一尚
砂

桃
実
の
　
西
王
母

（
一
〇
四
五
）

日
月
　
影
お
ろ
そ
か
に
　
鍾
旭

（九
七
八
）
　

日
月
光
雲
晴
れ
て
　
草
薙

（六
二
〇
）

五
六
）
　

目
月
光
か
か
や
け
ば
　
一二
輸

（
二
〇
〇
三
）
　

日
月
を
　
放
下
僧

（
一
八
六

一

眼
は
日
月
面
を
向
く
べ
き
　
紅
葉
狩

（
二
〇
六
九
）
　

日
月
の
　
海
人

（
八
九

・
九
四
）

五
八
）
　

鶴
亀

（
一
二
九
八
）
　

船
弁
慶

（
一
八
四
〇
）
　

一
日
に
　
椰
邸

（
五
五
四
）

（
一
七
五

一
）
　

桂
花

一
日
の
　
敦
盛

（
七
六
）
　

兼
平

（
五
〇
七
）
　

関
寺
小
町

（
一

日
の
　
松
尾

（
一
九
二
三
）
　

養
老

（
二

一
九
二
）
　

終
日
な
り
　
絃
上

（七

一
三
）

（
一
〇
九
八
）

（
一
五

一
一
じ

（六
六
七
）

三
輪

（
一

弊
室
に

（
一
三
二
五
）

日
月
光
か
か
や
き
て
　
竹
生
島

（

）
　

日
月
遅
じ
と
　
椰
邸

（
五
五

大
江
山

（
三
二

こ

　

咸
陽
宮

一
日
の
　
歌
占

（
二
〇
三
）

〇
七
八
）
　

千
手

（
一
一
四
六
）

十
日
の
　
養
老

（
二

一
九
二
）

西才 桧 ⌒ 一 一
日0五 垣 五
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影
残
り
な
く
　
呉
服

（
六
七
八
）
　

夕
日
漸
く
　
船
橋

（

半
日
の
客
　
鞍
馬
天
狗

（
六
五
五
）

志
賀

（
八
六
九
）

落

日
の
　
実
盛

（
八
四
四
）
　

抵
昌
願
寺

（
一
〇
五
六
）

ジ

ュ
ツ出

現
し
て
　
石
橋

（九

一
六
）
　

竹
生
島

（
一
二
五
七
）
　

放
生
川

生
石

（
一
〇
八
九
）
　

退
出
申
し
け
り
　
正
尊

（
一
〇
〇
六
）

セ
ツ

・
ゼ
ツ

切
な
る
心
を
　
谷
行

（
一
二
九
八
）
　

切
な
る
は
　
来
殿

（
三
二
三
一

殺
の
報
殺
の
縁
　
春
栄

（九
四
五
）

殺
害
三
界
　
項
羽

（七
二
九
）

刹
那
に
　
歌
占

（
二
〇
〇
）
　

刹
那
が
間
に
　
大
会

（
一
一
九
二
）

（
一
〇
四
）
　

阿
防
羅
刹
の
　
砧

（五
八
七
）

載
断
し
て
　
歌
占

（
二
〇
三
）

五
節
の
　
国
栖

（六
三
七
）
　

杜
若

（
四

一
五
）
　

関
寺
小
町

（
一
〇
八
三
）
　

時
節
か
な
　
舎
利

（九
二
三
）
　

時
節
な
ら
ば

車
僧

（六
六
八
）
　

時
節
な
り
　
当
麻

（
一
二

一
五
）
　

時
節
な
る
べ
し
　
弱
法
師

（
三
二
二
四
）
　

時
節
な
る
ら
ん
　
大
原
御

幸

（
三
七
八
）
　

時
節
な
れ
ば
と
　
隅
田
川

（
一
〇
三
六
）
　

時
節
に
　
小
鍛
冶

（七
六
六
）
　

実
盛

（
八
四
六
）
　

田
村

（
一

三
二

一
）
野
宮

（
一
六

一
五
）
　

盛
久

（
二
〇
八

一
）
　

時
節
の
　
春
日
龍
神

（
四
六
八
）
　

盛
久

（
二
〇
七
九
）
　

時
節
も

東
北

（
一
四
八
四
）
　

石
橋

（九

一
七
）
　

時
節
や
な
　
車
僧

（六
六
八
）
　

時
節
よ
と
　
当
麻

（
一
二

一
四
）
　

頼
朝

へ
の
御

忠
節
　
錦
戸

（
一
五
九
三
）

（一（）

一
八
三
四
）
　

夕
日
の
　
石
橋

（九

一
七
）
　

錦
木

（

石
橋

（九

一
三
）

木
賊

（
一
五

一
〇
）
　

鳥
追

（

羽
衣

（
一
六
四
八
）
　

連
日
に
　
呉
服

（六
七
八
）

（
一
八
七
七
）

鶴
亀
曲

（
三
二
七
四
）
　

御
出
な
り
　
殺

一）
　

切
な
り
し
は
　
鉢
木

（
一
七
〇

一
）

藤
戸
２

八
二
三
）

殺
害
の
　
籠
太
鼓

（
三
二
四
八
）

聴
宝
刹
の
　
当
麻

（
一
二

一
七
）
　

阿
房
羅
刹
の
　
綾
鼓

五
七
九
）

五
五
九
）



Iθ5

（七）

廻
雪
の
　
放
生
川

（
一
八
七
九
）
　

雨
露
霜
雪
の
　
芭
蕉

（
一
六
七
八
）
　

氷
室

（
一
七
七
五
）
　

雪
月
花

（
三
二
六
九
）
　

団

雪
の
　
班
女

（
一
七
三
〇
）
　

暮
雪
に
　
八
景

（
三
二
五
七
）

繰
績
の
　
千
手

（
一
一
四
六
）

仏
平
等
説
如

一
味
雨
　
定
家

（
一
四

一
三
）
　

仏
説
に
　
量
昌
願
寺

（
一
〇
五
四
）

両
説
い
づ
れ
も
　
野
守

（
一
六
三

こ

　

本

説
に
て
　
船
橋

（
一
八
三
二
）

鶯
舌
の
　
卒
都
婆
小
町

（
一
一
七
五
）

黄
舌
の
　
歌
占

（
一
九
七
）

妄
舌
の
　
江
口

（
二
六
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ソ
ツ

帥
の
阿
闊
梨
　
檀
風

（
一
三
二
七

・
一
三
二
九

ｏ
一
三
二
一
し

卒
面
の
　
望
月

（
二
〇
三
〇
）
　

獄
卒
阿
防
羅
刹
の
　
砧

（
五
八
七
）

兜
率
に
　
須
磨
源
氏

（
一
〇

一
九
）
　

兜
率
の
　
雨
月

（
一
七
八
）
　

須
磨
源
氏

（
一
〇

一
八
）

都
率
の
　
国
栖

（六
三
四
）

タ
ツ

ｏ
ダ
ツ

三
世
了
達
の
　
松
尾

（
一
九

一
九
）

深
達
罪
福
相
　
海
人

（
八
九
五
）

解
脱
の
　
江
口

（
二
六
一こ

　

得
脱
の
　
葵
上

（
一
工Ｃ

　

通
盛

（
一
九
八
〇
）

楽
乾
聞
婆
王
　
春
日
龍
神

（
四
七
四
）
　

楽
音
乾
聞
婆
王
　
春
日
龍
神

（
四
七
四
）

一プ
ツ

鉄
丸
を
　
歌
占

（
二
〇
三
）
　

山
は
鉄
城
　
清
経

（六
〇
五
）
　

鉄
杖
頭
を
　
歌
占

（
二
〇
三
）

鉄
杖
の
　
黒
塚

（六
九
二
）

野
守

（
一
六
三
七
）
　

熱
鉄
の
　
桧
垣

（
一
七
四
九
）



ネ

ツ

炎
熱
酷
熱
無
間
の
　
求
塚

（
二
〇
五
四
）
　

焦
熱
大
焦
熱
な
り
と
も
　
善
知
鳥

（
二
一
一こ

歌
占

（
二
〇
三
）
　

東
岸
居
士

（
一
四
四
九
）
　

一二
熱
の
　
葛
城

（
四
八
四
２

ｏ
四
八
六
）

ハ
ツ

ｏ
バ
ツ

十
悪
八
邪
の
　
折百
願
寺

（
一
〇
五
七
）
　

八
大
地
獄
の
　
求
塚

（
二
〇
五
四
）
　

八

（四
七
三

・
四
七
四
２
）
　

絃
上

（七
二

一
）
　

八
大
龍
女
　
絃
上

（七
二

一
）

野
守

（
一
六
三
七
）
　

一二
途
八
難
の
　
江
口

（
二
六
四
）
　

四
病
八
病
　
一早
紙
洗

（

三
七
）
　

十
八
の
賢
あ
り
　
一景
天

（
八
六
〇
）

伐
木
丁
々
ど
し
て
　
山
姥

（
二

一

白
髪
の
　
歌
占

（
一
九
八
）
　

西
行
桜

（
八

一
四
）
　

遊
行
柳

（
二

一
二
一
じ

跛
難
陀
龍
王
　
春
日
龍
神

（
四
七
三
）

大
抜
提
河
　
上
宮
太
子

（
三
二
七
三
）

天
罰
に
　
安
宅

（六
三
）
　

天
罰
に
て
　
田
村

（
一
三
二
三
）
　

天
鼓

（
一
四
二
六
）

ヒ

ツ

・
ピ

ツ

必
滅
を
　
桧
垣

（

畢
命
を
　
当
麻

（

弾
正
の
大
弼
仲
国

自
筆
に
　
正
尊

（

琴
豚
に
あ
た
り

ブ
ツ

文
筆
の
　
来
殿

（
三
二
三
四
）

一
七
四
八
）
　

生
者
必
滅
の
　
熊
野

（
二

一
五
三
）
　

楊
貴
妃

（
二

一
六
四
）

一
一
一
一
一一じ

小
督

（
七
七

一
）

一
〇
〇
三
）
　

自
筆
の
　
鉢
木

（
一
七
〇
三
）

半
蔀

（
一
六
五
四
）

焦
熱
大
焦
熱
の
　
阿
漕

（
ニ
エＣ

巻
絹

（
一
八
八
三
）

一 一 七 大V一
人 龍

六 八〇王
三 大V金

岩
岡1 月合

吾早2

舎
°
撮忍

天
罰
の
　
上
蜘

（
一
三
八
六
）

春

日
龍

神

（
一
三
四
七
）

野
守

（
一
六



（九）

仏
在
世
に
　
頼
政

（
三
二

一
〇
）
　

仏
在
世
の
　
舎
利

（九
二

一
）
　

鍾
道

（九
七
七
）

仏
事
を
　
栄
女

（
三
二
四
）
　

杜
若

（四

一
六
）
　

哲
【願
寺

（
一
〇
五
七
）
　

殺
生
石

（
一
〇
九
二
）
　

経
政

（
一
二
九
〇
）

芭
蕉

（
一
六
七
三
）
　

仏
事
を
ば

栄
女

（
三
二
四
）
　

仏
事
と
　
満
仲

（
一
九
五
〇
）
　

仏
事
は
　
朝
長

（
一
五
三
六
）

十戸
仏
事
を
も
　
山
姥

（
二

一
〇
四
）

声
仏
事
を
や
　
熊
坂

（六
四
五
２
）
　

錦
木

（
一
五
八
二
）
　

仏
神
に
　
鉄
輪

（四
九
二
）

仏
神
三
宝
も
　
清
経

（六
〇

こ

仏
前
に
　
舎
利

（九
二
三
）
　

抵
昌
願
寺

（
一
〇
五
四

・
一
〇
五
五
）
　

田
村

（
一
三
二

一
）
　

経
政

（
一
三
八
九
）
　

調
伏
曽
我

（
一
三
六
七
）
　

仏
像
　
弱
法
師

（
三
二
二
一
じ
　

仏
像
を
　
千
手

（
一
一
四
九
）

仏
陀
の
　
調
伏
曽
我

（
一
三
六
五
）

朝

長

（
一
五
二
五
）
　

神
明
仏
陀
の
　
東
北

（
一
四
八
三
）
　

船
弁
慶

（
一
八
五

一
）
　

仏
道
な
ら
ざ
ら
ん
　
通
小
町

（五
四
〇
）

仏
道
な
ら
せ
給
ふ
べ
し
　
定
家

（
一
四

一
三
）

仏
道
を
も
　
部
邸

（五
四
五

・
五
四
七
）

仏
道
修
行
の
　
自
然
居
士

（八
九

八
）
　

共
に
仏
道
な
り
に
け
り
　
通
小
町

（五
四
四
２
）
　

つ
れ
参
ら
せ
て
仏
道

つ
れ
参
ら
せ
て
仏
道
の
　
花
月

（四
四
七
）

皆
令
入
仏
道
の
　
通
盛

（
一
九
七
六
）
　

皆
令
仏
道
　
一面
野
物
狂
（七
五
四
）

仏
日
光
ま
す
ま
す
に
し
て
　
氷
室

（
一
七
七
五
）

仏
日
の
光
　
東
岸
居
士

（
一
四
四
八
）
　

仏
日
西
天
の
　
弱
法
師

（
三
二
二

一
）
　

神
変
仏
力
に
あ
ら
ず
は
　
石
橋

（九

一
七
）

法
華

一
仏
　
哲
〓願
寺

（
一
〇
五
六
）
　

一
仏
成
道
　
鴛

（
一
六

一
〇
）
　

野
守
（
Ｉ
全
一一五
）

一
仏
魔
境
　
日疋
界

（
一
〇
六
七
）

一
仏
乗
の
　
兼
平

（五
〇
二

・
五
〇
三
）
　

大
会

（
一
一
八
八
）
　

見
仏
の
縁
　
舎
利

（九
二

一
）
　

見
仏
聞
法
　
西
行
桜

（八

一
一
）
　

是
界

（
一
〇
六
四
）
　

当
麻

（
一
二

一
一
・
一
二

一
八
）
　

一東
北

（
一
四
八
三
）
　

讃
仏
乗
の
　
栄
女

（
二
三
二
）

加
茂
物
狂

（五
二
九
）
　

藤

（
一
七
九
九
）

山
姥

（
二

一
一
三
）

持
仏
堂
　
熊
坂

（六
四
三
）
　

錦
戸

（
一
六
〇

一
）
　

望

月

（
二
〇
二
五
）
　

心ヽ
外
無
別
法
心
仏
及
　
柏
崎

（四
六

一
）
　

一二
世
の
諸
仏
　
自
然
居
士

（八
九
五
）
　

大
仏
供
養

（
一
一
九

七
）
　

一二
世
の
諸
仏
の
　
梅
枝

（
二
三
八
）
　

諸
仏
の
　
当
麻

（
一
二
〇
九
）
　

諸
仏
も
　
張
良

（
一
三
七
五
）
　

諸
仏
出
世
の

放
生
川

（
一
八
七
四
）
　

諸
仏
菩
薩
　
鉄
輪

（四
九
二
）
　

成
仏
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
　
殺
生
石

（
一
〇
九
二
）
　

成
仏
こ
こ
に



藤

（
一
七
九
九
）
　

成
仏
ま
さ
に
　
頼
政

（
三
二
〇
九
）
　

悉
皆
成
仏
　
栄
女

（
三
二
八
）
　

鴛

（
一
六

一
〇
）
　

即
身
成
仏

葵
上

（
一
五
）
　

飛
雲

（
一
七
四

一
）
　

即
得
成
仏
　
梅
枝

（
二
二
九
）

若
我
成
仏
　
敦
盛

（七
三
）
　

柏
崎

（四
六
三
）

三
山

（
一
九
八
八
）
　

女
人
成
仏
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
　
梅
枝

（
二
二
九
）

成
仏
せ
ず
と
　
梅
枝

（
二
二
九
）

成
仏
な
れ
ば

巴

（
一
五
二
〇
）

成
仏
の
　
敦
盛

（七
五
）

砧

（五
九
〇
）

芭

蕉

（
Ｉ
ハ
七
四
２
）

一埜

戸

（
一
八
二
工〇

　

一三
井

寺

２

九
五
九
）

遊
行
柳

（
二

一
一
八
）

悉
皆
成
仏
の
　
杜
若

（四
二
〇
）

定
家

（
一
四

一
一こ

　

衆

生

成

仏
の
　
梅

枝

（
二
三
八
）
　

一早
木
成
仏
の
　
芭
蕉

（
一
六
七
三
）
　

一早
木
国
土
成
仏
の
　
栄
女

（
三
二
三
）
　

当
麻

（
一
二

一
こ

　

即
身
成

仏
の
　
一面
野
物
狂

（七
五
四
）
　

皆
成
仏
の
　
西
行
桜

（八

一
六
）
　

弱
法
師

（
三
二
二
〇

・
三
二
二
三
）
　

若
我
成
仏
の
　
抵
昌

願
寺

（
一
〇
五
七
）
　

即
心
即
仏
の
　
安
宅

（五
六
）
　

皆
倶
成
仏
道
　
鴛
２

六

一
〇
）

悉
皆
成
仏
道
　
半
蔀

（
一
六
五

一
）

大
仏
殿
に
て
　
大
仏
供
養

（
一
二
〇

こ

　

一
一仏
の
　
木
賊

（
一
五

一
こ

　

百
万
２

七
八
九
）

念
仏
の
　
実
盛

（八
四
四
）

百
万

（
一
七
八
二
）
　

念
仏
を
　
抵
言願
寺

（
一
〇
五

一
）

夜
念
仏
申
せ
人
々
よ
夜
念
仏
い
ざ
や
　
柏
崎

（
四
五
八
）

夜
念
仏

声
清
光
に
　
春
栄

（九
四
六
）
　

月
の
夜
念
仏
諸
共
に
　
隅
田
川
２

０
三
工○
　
夜
念
仏
の
夜
念
仏
の
　
隅
田
川

（
一
〇
三
六
）

誓
願
寺

（
一
〇
五

一
）
　

エハ
万
遍
の
念
仏
　
小
袖
曽
我

（七
九
二
）
　

念
仏
称
名
の
　
一局
野
物
狂

（七
四
九
）
　

念
仏
申
し
　
敦

盛

（七
四
）
　

念
仏
に
　
百
万

（
一
七
八
三
）
　

念
仏
の
　
当
麻

（
一
二
〇
七
）
　

隅
田
川

（
一
〇
三
七
）
　

抵
言
願
寺

（
一
〇
四

六
）
　

念
仏
を
さ

へ
　
隅
田
川

（
一
〇
三
六
）
　

念
仏
を
ば
　
隅
田
川

（
一
〇
三
七
）
　

念
仏
を
も
　
一二
山

（
一
九
八

一
）
　

大

念
仏
に
て
　
隅
田
川

（
一
〇
二
九
）

百
万

（
一
七
八
二
）
　

魔
仏

一
如
　
日疋
界

（
一
〇
六
七
）
　

帝並
仏
霊
社
　
龍
田

（
一
二
六

八
）
　

玉
葛

（
一
三
〇
〇
）
　

南
無
帰
依
仏
　
野
守

（
一
六
二
五
）
　

阿
弥
陀
仏
阿
弥
陀
仏
　
土
車

（
三
二
六
五
）
　

阿
弥
陀
仏

隅
田
川

（
一
〇
三
六
）
　

阿
弥
陀
仏
な
る
べ
し
　
彗
百願
寺

（
一
〇
五
二
）

南
無
阿
弥
陀
仏
弥
陀
如
来
　
清
経

（六
〇
四
）
　

南

無
阿
弥
陀
仏
　
百
万

（
一
七
九

一
）

南
無
阿
弥
陀
仏
南
無
阿
弥
陀
仏
南
無
阿
弥
陀
仏
　
隅
田
川

（
一
〇
三
六

・
一
〇
三
七
）

（一〇）



ベ
ツ

ホ

ツ

マ

ツ

南
無
阿
弥
陀
仏
南
無
阿
弥
陀
仏
と
　
隅
田
川

（
一
〇
三
七
）
　

朝
長

（
一
五
三
一こ

附
記
　
南
無
阿
弥
陀
仏
を
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
と
謡
う
場
合
は
他
に
も
あ
る
。

見
物
の
　
鳥
追

（
一
五
四
九
）
　

万
物
の
　
一局
砂

（
一
三
二
六
）
　

氷
室

（
一
七
七
四
）

五
七
八
）
　

名
物
に
て
　
錦
木

（
一
五
七
八
）

発
願
の
　
自
然
居
士

（八
九
四
）

者
発
菩
提
心
　
黒
塚

（六
九
二
）

誓
願
寺

（
一
〇
五

一

飛
雲

（
一
七
四
〇
）

廻
向
発
願
心
　
実
盛

（八
五
三
）

錦
木

（
一
五
七
七

・
一

一）
　

愛
別
離
苦
の
　
源
氏
供

二
九

一
）
　

是
一一石

差ヽ
別
何

し見
我
身
者
発
菩
提
心
見
我
身

別
行
の
　
葵
上

（
一
三
）

養

（七
〇
四
）
　

天
鼓

（
一

疑
ひ
の
　
柏
崎

（四
六

一
）

末
代
に
　
実
盛

（八
五
七
）

放
下
僧

（
一

高
砂

（
一
三
二
七
）
　

一二
輪

（
二
〇
〇
〇
）

代
長
久
の
　
氷
室

（
一
七
七
三
）

芭
蕉
泡
沫
の
　
葵
上

（
八
）

密
厳
浄
土
　
巻
絹

（
一

八
六
七
）
　

八
島

（
二
〇
九
七
）

末
代
の
　
絵
馬
公
二
〇
三
）

兼
平

（五
〇
八
）

末
世
末
代
の
　
俊
成
忠
度

（九
六
九
）

末
代
も
　
一早
紙
洗

（
一
一
六
一こ

　

末

ノk
ノk
ノk 弾

師
曽
我

（
一
一
三
六
）
　

教
外
別
伝
に
し
て
　
放
下
僧

（
一
八
六
一

四
三
二
）
　

怨
別
の
　
呉
服

（六
八

一
）
　

死
別
な
ら
ば
　
谷
行

（
一

分
別
な
し
　
桧
垣

（
一
七
四
八
）
　

送
離
累
別
の
　
祇
王

（
五
七
一

三
密
の
　
葵
上

（
一
三
）

名
物 O

な
り

（
一一）



メ

ツ

入
相
は
寂
滅
　
一三
井
寺

（
一
九
六

一
）
　

生
滅
滅
已

二
〇
八
）
　

双
林
の
入
滅
　
春
日
龍
神

（四
七
五
）

一
五
三
）
　

楊
貴
妃

（
二

一
六
四
）
　

常
住
不
滅
の

モ

ツ

⌒ 本
一 来

三
井
寺

（
一
九
六

一
）
　

即
滅
無
量
罪
　
実
盛

（八
五
三
）

双
林
の
入
滅
ま
で
　
春
日
龍
神

（四
七
三
）
　

生
者
必
滅
の

簸

（
一
一六
九
）

松
尾

（
一
九

一
九
）

物
な
き
時
は
　
卒
都
婆
小
町

（
一
一
七
九
）
　

大
物
の
浦
　
船
弁
慶

（
一
八
四
〇

・
一
八
四

一
２
）

四
）

龍
田

（
一
二
七
三
）

松
尾

（
一
九

一
九
）

嵐

山

リ

ツ

呂
律
の
　
国
栖

（六
三
四
）
　

糸
竹
呂
律
の
　
西
王
母

（
一
〇
四
四
）
　

関
寺
小
町

（
一
〇
七

一
）
　

天
鼓

（
一
四
二
五

・
一
四

一
一エハ
）

附
記
　
律
呂
を
リ
ン
リ

ョ
と
謡
う
場
合
が
経
政

（
一
二
九
五
）
に

一
箇
処
あ
る
が
、
観
世

・
金
春

・
喜
多
な
ど
は
皆
ノ
ム
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

レ

ツ

列
座
せ
ら
れ
た
り
　
調
伏
曽
我

（
一
三
六
三
）

況
ん
や
下
劣
　
歌
占

（
二
〇
三
）
　

勝
劣
な
け
れ
ど
も
　
娘
捨

（
三
六
五
）

以
上
は
す

べ
て
字
音
で
あ
る
が
、
字
訓
の
場
合
に
次

の
特
例
が
あ
る
。

ガ
ツ

山
賤
な
れ
ど
も
　
須
磨
源
氏

（
一
〇

一
四
）
　

山
賤
に
　
石
橋

（九

一
三
）

勝
劣
見
え
ざ
り
け
り
　
西
王
母

（
一
〇
四
〇
）

山
賤
に
て
　
忠
度

（
一
二
五
七
）
　

山
賤
の
　
小

（
一一一）

不J

物 O

の 当
麻

（
一

熊
野

（
二



（
一一一一）

塩

（
三
四
七

・
二
五

こ

　

胡
蝶

（
八
〇

こ

　

士
心
賀

（
八
七
〇

・
八
七

一
・
八
七
六
２
）

一早
紙

洗

（
一
三
曾

し
　

半

蔀

（
一
六
五
四
）
　

芭
蕉

（
一
六
七
〇
）
　

飛
雲

（
一
七
三
七
）
　

山
姥

（
二

一
一
三
）

山
賤

へ
き
ら
と
　
須
磨
源
氏

（
一
〇
二

こ

ク

ツ

く

つ
ば
み
を
　
巴

（
一
五
二
一
じ

八
島

（
二
〇
九
五
）
　

頼
政

（
三
二

一
一
じ

コ

ツ

シ

マ

ミヽ
ツ

千
満
ご
さ
め
れ
　
一三
井
寺

（
一
九
六
五
）

ヤ

ツ

ン

ツ

恐
れ
つ
べ
う
ぞ
見
え
た
る
　
安
宅

（六

一
）

字
訓
の
場
合
は
流
儀
に
よ
っ
て
色
々
異

っ
て
い
る
。
曲
に
よ

っ
て
は
文
字
の
異

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
石
橋
の

「
山
賤
」

は
、
観
世
喜
多
で
は

「
山
人
」
と
し
、
忠
度
で
は
喜
多
は

「
里
人
」
金
春
は

「
こ
の
あ
た
り
の
人
」
田
村
の

「
木
津
川
」
は
喜
多

・
金

蓬 ツ 木コ

が   津 O

島   川
てDO

鳥 田
村

（
〓
二

四
）

楊
貴
妃

（
二

一
六
七
）

春
満
殿
　
一面
野
物
狂

（七
四
三

・
七
五
六
）

二
つ
も
な
く
三
も
な
く
　
鵜
飼

（
一
六
八
）

八
つ
の
冠
を
　
春
日
龍
神

（四
七
五
）



春
は

「
淀
川
」
と
な
っ
て
い
る
類
で
あ
る
。
字
訓
の
場
合
観
世
は
す
べ
て
普
通
の

「
ツ
」
に
発
音
し
て
ノ
ム
音
に
な
っ
て
い
な
い
。
又

右
記
の
曲
目
中
、
喜
多

ｏ
金
春
に
現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
曲
も
あ
る
が
、
現
在
の
も
の
に
よ
っ
て
調
べ
て
見
る
と
、

「
山
賤
」
の
方
は

喜
多

・
金
春
と
も
宝
生
同
様
ノ
ム
よ
う
に
な

つ
て
い
る
。
な
お
宝
生
で
は

「
志
賀
」

（八
六
九
）
飛
雲

（
一
七
三
六
）
の

二
箇

処

は

「
を
」
に
接
し
て

「
山
賤
を
」
と
な

っ
て
い
る
処
で
、
こ
こ
は
ノ
ム
音
で
な
く
普
通
の
ツ
に
謡
う
の
で
あ
る
が
、
喜
多
流
で
は
ヤ
マ
ガ

ッ
ト
と
謡
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は
面
白
く
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
ク
ツ
バ
ミ
は
喜
多
も
観
世
と
同
様
ノ
ム
音
に
な

っ
て
は

い
な
い
。
金
春
で
は
、
巴
と
八
島
と
は
ノ
ム
記
号
を
附
し
、
頼
政
の

「
く
つ
ば
み
」
は
ノ
ム
記
号
が
な
い
。
ン
マ
ツ
ド
リ
は
喜
多
は
ノ

ム
。
金
春
は
楊
貴
妃
の
最
新
版
が
出
て
い
な
い
の
で
不
明
。

「
春
満
」
は
喜
多
ノ
ム
。
金
春
に
は
こ
の
曲
は
な
い
。

「
千
満
」
は
喜
多

・
金
春
共
に
ノ
ム
。
鵜
飼
の

「
三
つ
も
」
春
日
龍
神
の

「
八
つ
の
」
安
宅
の

「
恐
れ
つ
」
は
喜
多

・
金
春
と
も
に
ノ
ム
に
な

っ
て
い
な

い
。

以
上
に
よ

っ
て
ツ
が
ノ
ム
音
に
な

っ
て
い
る
も
の
は
次
の
通
り
に
な
る
。

エ
ツ
　
カ
ツ
　
ガ
ツ
　
キ
ツ
　
ク
ツ
　
ケ
ツ
　
グ
ツ
　
コ
ツ
　
シ
ツ
　
ジ
ツ
　
シ
ュ
ツ
　
セ
ツ
　
ゼ
ツ
　
ソ
ツ
　
タ
ツ
　
ダ
ツ
　
一プ

ツ
　
ネ
ツ
　
ハ
ツ
　

バ
ツ
　
ヒ
ツ
　
ピ
ツ
　
ブ
ツ
　

ベ
ツ
　
ホ
ツ
　
マ
ツ
　

ミヽ
ツ
　
メ
ツ
　
モ
ツ
　
ヤ
ツ
　
リ
ツ
　
ン
ツ

但
し
右
の
内
　
ガ
ツ
　
ヤ
ツ
　
は
字
訓
に
だ
け
あ
る
。
ツ
が
次
に
来
る
音
の
た
め
に
促
音
に
な
る
場
合
が
多
い
の
で
、
甲
に
掲
げ
た
同

種
の
語
を
主
と
し
て
、
乙
の
項
を
設
け
対
照
す
る
こ
と
と
す
る
。

乙
　
ノ
ム
音
の
方
は
全
部
網
羅
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
多
少
の
脱
漏
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
促
音
の
方
は
余
り
紙
面
を
費
す
こ
と

に
な
る
の
で
六
七
分
に
止
め
る
こ
と
に
し
た
。
促
音
に
な
る
字
の
右
方
に
○
を
つ
け
て
お
い
た
。

ガ
ッ

山
賤
と
承
り
候

へ
ど
も
　
須
磨
源
氏

（
一
〇

一
四
）

（
一四
）
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ケ

ッ
・
グ

ッ

偕
老
同
穴
と
　
籠
太
鼓

（
三
二
四
九
）

海
月
と
共
に

を
　
花
月

（四
四
五
）

漢
月
袖
に
　
卒
都
婆
小
町

（
一

師

（
三
二
二
五
）
　

雪
月
花
の
　
雪
月
花

（
三
二
六
九
）

月
九
月
　
砧

（
五
八
五
）
　

明
月
を
　
放
下
僧

（
一
八
六

（九
四
九
）
　

朧
月
松
閣
　
老
松

（
三

一
五
）
　

朧
月
は

コ

ッ

饒
骨
と
　
旦
只
清

（
四
二
四
）

（一三
）

鴛

（
一
六
四
三
）
　

花
月
と
　
花
月

（四
四
〇
２

ｏ
四
四

一
）
　

花
月

一
八

一
）
　

咬
月
照
し
　
和
布
刈

（
二
〇
三
二
）

江
月
照
し
　
弱
法

年
月
を
　
関
寺
小
町

（
一
〇
七
七
）
　

道
成
寺

（
一
四
五
七
）
　

八

一
）
　

明
月
清
風
　
放
下
僧

（
一
八
六

一
）
　

一景
辰
令
月
と
は
　
春
栄

半
蔀

（
一
六
五
三
２
）

ナ

ッ

ジ

ッ

白
骨
と
　
朝
長

（
一
五
二
九
）
　

桧
垣

（
一
七
四
七
）
　

亡
骨
と
　
朝
長

（
一
五
二
五
）

薩
埋
　
一局
野
物
狂

（七
五
三
）
　

自
然
居
士

（八
九
五
）
　

盛
久

（
二
〇
七
三
）
　

唯
願
薩
埋
　
朝
長

（
一
五
三
八
）
　

観
音
薩

壇
　
田
村

（
一
三

一
五
）

金
剛
薩
唾
　
卒
都
婆
小
町

（
一
一
七
七
）
　

一口同
貴
徳
王
菩
薩
と
　
雨
月

（
一
七
八
）
　

菩
薩
聖
衆

誓
願
寺

（
一
〇
五
五

・
一
〇
五
八
）
　

大
会

（
一
一
九
二
）

歌
舞
の
菩
薩
声
々
に
　
土
車

（
三
二
六
五
）

歌
舞
の
菩
薩
と

誓
願
寺

（
一
〇
五
五
）
　

東
北

（
一
四
八
二
）
　

開
く
る
花
の
菩
薩
と
　
一騰

（
一
七
九
八
）
　

一不
現
大
菩
薩
八

幡

の
　
弓

八

幡

（
二

一
二
九
）
　

八
幡
大
菩
薩
と
　
鴛

（
一
六
〇
八
）
　

紅
葉
狩

（
二
〇
六
五
）
　

八
幡
大
菩
薩
は
　
願
書

（
三
二
九

一
）
　

普

賢
菩
薩
と
　
江
口

（
二
六
六
）

颯
々
た
る
　
関
寺
小
町

（
一
〇
七

一
）
　

さ

っ
さ

っ
た
る
　
錦
木

（
一
五
八
九
）

颯
々
と
し
て
　
東
岸
居
士

（
一
四
五
〇
）

鉄
札
数
を
尽
く
し
　
鵜
飼

（
一
六
七
）



桂
花

一
日
唯
同
じ
　
源
氏
供
養

（
七
〇
三
）

実
相

の
　
鴛

（
一
六

一
〇
）
　

放
生
川

（
一

の
　
芭
蕉

（
一
六
七
三
）
　

真
如
実
相
の

は
　
来
殿

（
三
二
三
一こ

ジ

ュ
ッ

・
ジ

ュ
ッ

セ
ッ
ｏ
ゼ
ッ

切
々
と
し
て
　
山石
船

（
一
五
四
）
　

経
政

（
一
二
九
五
）

御
折
檻
に
て
　
満
仲

（
一
九
四
〇
）

雪
山
の
　
歌
占

（
二
〇
〇
）
　

鉢
木

（
一
六
九
二
）
　

雪
中
に
　
竹
雪

（
一
二
四
〇
）

雪
と
て
　
氷
室

（
一
七
七
三
）

殺
生
を
　
善
知
鳥

（
二

一
四
）

（
一
四
四
九
）
　

殺
生
の
　
阿
漕

退
出
し
け
る
　
盛
久

（
二
〇
八
二
）

○
正
尊
の

「
退
出
申
し
け
り
」
の

「
出
」
は
ノ
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
甲
に
記
し
た
が
、
そ
こ
に
挙
げ
た

「
出
現
」
「
御
出
」

の
如
き
ノ
ム
音
の
方
は
稀
な
例
で
、
　

出
家
　
出
化
　
出
仕
　
出
生
　
出
世
　
出
来
　
出
離
　
な
ど
は
す
べ
て
促
音
で
こ
こ
で

は
省
略
す
る
。

秘
術
を
　
兼
平

（五

一
一
）
　

熊
坂

（六
五
〇
）
　

夜
討
曽
我

（
二

一
八
〇
）
　

魔
術
を
　
大
会

（
一
一
九
二
）

疲
痒
す
る
　
鶏
鵡
小
町

（
三
四
三
）_  飛10

-生
ノk かV 

な

斜
日
竹
竿
の
　
老
松

（
三

一
五
）
　

終
日
を
　
祇
王

（五
七
二
）

八
七
六
）

松
尾

（
一
九
二
〇
）
　

諸
法
実
相
　
芭
蕉

（
一
六
七
八
）
　

諸
法
実
相

弓
八
幡

（
二

一
八
三
）
　

唯
有

一
実
相
　
巻
絹

（
一
八
八
七
）
　

真
実
志
の
深
き
事

夏
雪
と
　
一二
笑

（八
六
三
）
　

紫
雪
紅

阿
漕

（
一
八
）
　

殺
生
だ
に
　
放
生
川

（

善
知
鳥

（
二

一
五
）
　

放
生
川
２

八
七

一 一
八
七
三
）
　

殺
生
倫
盗
　
東
岸
居
士

）

一
殺
多
生
の
　
鵜
飼

（
一
六
三
）

（
一一（）



（
一七）

時
節
刑
数
に
　
盛
久

（
二
〇
七
八
）
　

時
節
唯
今
な
り
　
盛
久

（
二
〇
七
五
）
　

時
節
は
　
小
鍛
冶

（七
六
八
）
　

時
節
を
　
鞍

馬
天
狗

（六
六
三
）
　

大
仏
供
養

（
一
二
〇
五

・
一
二
〇
六
）
　

檀
風

（
一
三
四

一
）
　

船
弁
慶

（
一
八
四
四

ｏ
一
八
五
〇
）

放
下
僧

（
一
八
五
六
）

羅
生
門

（
三
二
四
五
）
　

時
節
到
来
な
り
　
朝
長

（
一
五
四
〇
）

説
法
　
春
日
龍
神

（
四
七
五
）
　

御
説
法
の
　
大
会

（
一
一
九
〇
）

摂
取
せ
よ
　
殺
生
石

（
一
〇
九
二
）
　

摂
取
の
　
松
尾

（
一
九

一
六
）
　

摂
取
不
捨
　
一二
山

（
一
九
八
八
）
　

山
伏
摂
待
　
摂
待

（
一
〇
九
七

・
一
〇
九
八
）
　

摂
待
を
　
摂
待

（
一
一
〇
〇

。
一
一
〇
三
）
　

摂
待
を
ば
　
摂
待

（
一
一
〇
〇
）
　

摂
待
と
　
摂

待

（
一
〇
九
八

・
一
一
〇
三
）
　

摂
待
に
　
摂
待

（
一
一
〇
五
）
　

摂
待
の
　
摂
待

（
一
一
〇
三
）
　

摂
待
は
　
摂
待

（
一
〇
九

八
）

両
舌
は
　
東
岸
居
士

（
一
四
四
九
）

ソ

ッ

獄
卒
は
　
求
塚

（
二
〇
五
三
）
　

士
卒
あ
り
　
自
然
居
士

（九
〇
六
）
　

一膝
栄

（

率
土

の
　
国
栖

（六
三
七
）
　

小
鍛
冶

（
七
六
七
）
　

鷺

（八
二
三
）
　

田
村

（

〇

二
〇
）

タ

ッ

・
ダ

ッ

達
者
な
り
し
上
　
柏
崎

（
四
五
八
）

達
多
が
　
熊
坂

（
六
四
四
）

錐
ふ
く
ろ
に
脱
す
と
は
　
梅
枝

（
二
四
〇
）
　

解
脱
上
人
　
春

日
龍
神

（
四
六
八
）

一プ
ッ

四
三
八
）

〓
一一
一
一
）

兜
率
天
よ
り
　
須
磨
源
氏

（
一



ヒ

ッ

・
ビ

ッ

筆
者

の
　
俊
寛

（九
五
七
）

一
筆
啓
上
　
鞍
馬
天
狗

（
六
五
四
）

ブ

ッ
幽
玄
の
底
に
徹
し
　
放
下
僧

（
一

鉄
杖
を
　
羅
生
門

（
三
二
四
五
）

郎
県
の
　
枕
慈
童

（
一
八
九
七
）

○
郎
県
は
観
世
は
レ
ッ
ケ
ン
、

八
六
三
）

鉄
鳥
と
　
求
塚

（
二
〇
五
三
）
　

鉄
壁
　
熊
坂

（六
五
〇
）

郎
県
山
　
枕
慈
童

（
一
八
九

一
。
一
八
九
二

・
一
八
九
五
）

宝
生

・
喜
多

・
金
春
は
テ
ッ
ケ
ン
と
読
む
。

髪0白 鴛 罰O ttO一 龍 八0八〇

と 髪。⌒ を卜群ζ ttO田 旬笙教
は はター     |こ  を卜⌒  |こ

ン
を

摂 大
待 会

一  八
七 七

盛 毎
久 年

八
講
　
海
人

（九
五
）
　

八
歳
の
　
海
人

（九
五
）
　

一
一十
八
宿
を
　
鉄
輪

（四
九
二
）

（
二
〇
七
八
）
　

八
正
道
を
　
放
生
川

（
一
八
七
四
）
　

八
相
成
道
　
蟻
通

（
一
二
四
）

一
二
七
三
）
　

松
尾

（
一
九

一
九
）
　

一二
代
八
部
　
草
紙
洗

（
一
一
六
三
）

十
八
公
の
　
一面
砂

（
一
三
二
六
）

関
寺
小
町

（
一
〇
七
三
）

衣
鉢
を
　
殺
生
石

（
一
〇
九

一
・
一
〇
九
二
）

鵜
飼

（
一
六

こ

　

抜
群
の
　
盛
久

（
二
〇
七

一
）

正
尊

（
一
〇
〇
九
）
　

御
罰
を
　
安
宅

（五
六
）
　

正
尊

（
一
〇
〇
四
）
　

天
罰
は
　
羅
生
門

（
三
二
四
四
）
　

天
罰
を

エハ
一　
一
）

歌
占

（
二
〇
四
）
　

白
髪
た
る
べ
き
が
　
実
盛

（八
五
四
）
　

白
髪
と
　
歌
占

（
一
九
二
）
　

実
盛

（八
五
六
）
　

白

歌
占

（
一
九
二
）
　

柳
髪
風
に
　
鶏
鵡
小
町

（
三
四

一
）
　

昭
君

（九
八
八
）

（
一八）



（
一九）

仏
果
　
鵜
飼

（
一
六
八

・
一
六
九
）
　

栄
女

（
三
二
八
）
　

杜
若

（
四

一
六
）
　

清
経

（六
〇
五
）
　

黒
塚

（六
八
九
）
　

胡
蝶

（八
〇
五

・
八
〇
七
）
　

折百
願
寺

（
一
〇
五
五
）
　

忠
度

（
一
二
六
〇
）
　

藤

（
一
七
九
八
）
　

エハ
浦

（
二
〇

一
三
）
　

遊
行
柳

（
二

一
二
三
）
　

頼
政

（
三
二

一
〇
）
　

仏
閣
　
舎
利

（九

一
九
）
　

弱
法
師

（
三
二
二
一こ

　

仏
教
　
卒
都
婆
小
町

（
一
一
七

四
）

仏
骨
を
　
舎
利

（九
二
三
）
　

仏
舎
利
　
舎
利

（九
二
〇
２

・
九
二

一
・
九
二
二

・
九
二
四

・
九
二
五

・
九
二
七
）

仏

種
　
竹
雪

（
一
二
四
四
）

木
賊

（
一
五

一
四
）
　

仏
衆
生
　
兼
平

（五
〇
三
）

仏
所
　
鵜
飼

（
一
六
七

・
一
六
八
）

梅
枝

（
二
四

一
）
　

仏
性
　
栄
女

（
三
二
八
）
　

天
鼓

（
一
四
二
三
）
　

仏
身
　
梅
枝

（
二
二
九
）
　

黒
塚

（六
八
八
）
　

舎
利

（九

二
四
）
　

仏
跡
　
春
日
龍
神

（
四
六
六

・
四
七
五
）

石
橋

（九

一
一
）

仏
体
　
春
日
龍
神
（四
七
二
２
）

殺
生
石

（
一
〇
九
二

・
一
〇
九
三
）

卒
都
婆
小
町
２

一
七
六

・
一
一
七
七
３

ｏ
一
一
七
八
２
）

仏
意
　
源
氏
供
養

（
七
〇
三
）
仏
智
　
石
橋

（九

一

三
）
　

仏
敵
　
是
界
２

０
六
四
）

仏
法
　
海
人

（九
五
）
　

栄
女

（
三
二
三
）

梅
枝

（
二
三
八
）
　

春
日
龍
神

（四
七
〇
）

車
僧

（六
六
　
七
）
　

鷺

（八
二
四
）
　

舎
利

（九
二
三
３

・
九
二
四
）
　

春
栄

（九
四
五
２
）
　

近
言
願
寺

（
一
〇
四
七
）
　

是

界

（
一
〇
六
〇

・
一
〇
六
二
２

ｏ
一
〇
六
三
）
　

大
会

（
一
一
八
八
）
　

竹
雪

（
一
二
四
四
）
　

東
岸
居
±
２

四
四
七
）

木
賊

（
一
五

一
四
）
　

鴛

（
一
六

一
一
）
　

山
姥

（
二

一
一
一
）
　

弱
法
師

（
三
二

一
八

・
三
二
三
二
２
）
　

来
殿

（
三
二
三
〇
）

仏
力
　
是
界

（
一
〇
六
九
）
　

田
村

（
一
三
二

一
・
一
三
二
一
し
　
　
一
仏
と
　
田
村

（
一
三
二
一
じ
　
　
後
仏
は

　

卒
都
婆
小
町

（
一
一
七
三
）
　

讃
仏
転
法
輪
　
東
岸
居
士

（
一
四
四
七
）
　

自
身
自
仏
は
　
放
下
僧

（
一
八
六
三
）
　

缶
量ヽ
寿
仏
と
な
う
実
盛

（八
五

一
）
　

龍
女
成
仏
　
海
人

（九
五
）
　

即
身
即
仏
と
　
黒
塚

（六
九
四
）

道
成
寺

（
一
四
五
九
）
　

飛
雲
盆

七
四

一
）

悉
皆
成
仏
と
　
殺
生
石

（
一
〇
九
二
）
　

成
仏
す
る
　
放
下
僧

（
一
八
六
四
）

缶
竺

不
成
仏
と
　
梅
枝

（
二
二
九
）
　

成
仏
せ

じ
め
　
殺
生
石

（
一
〇
九
二
）
　

成
仏
得
脱
　
一膝
戸

（
一
八
二
六
）
　

一則
仏
は
　
卒
都
婆
小
町

（
一
一
七
三
）
　

人
仏
不
三
高
野

物
狂
（七
五
二
３
）

放
生
川

（
一
八
七
四
）

念
仏
四
五
返
　
隅

‐
田
川

（
一
〇
三
一
じ
　

念
仏
し
て
　
敦
盛

（八
〇
）
　

念
仏
す



誓
願
寺

（
一
〇
五

一
）
　

念
仏
を
　
隅
田
川

（
一
〇
三
二
２

ｏ
一
〇
二
五
）
　

念
仏
三
昧
　
抵
昌
願
寺

（
一
〇
四
八
）
　

当
麻

（
一

二

一
三
）
　

念
仏
衆
生
　
敦
盛

（
七
三
）
　

忠
度

（
一
二
六
五
）
　

一二
山

（
一
九
八
八
）
　

経
念
仏
し
て
　
松
風

（
一
八
九
九
）

大
念
仏
を
　
隅
田
川

（
一
〇
三
二
）

夜
念
仏
を
　
重
｛
願
寺

（
一
〇
五

一
）
　

融
通
念
仏
を
　
一二
山

（
一
九
八

一
）
　

弥
陀
仏
と

ぞ
　
半
蔀

（
一
六
五
五
）
　

一
念
弥
陀
仏
即
滅
無
量
　
敦
盛

（七
五
）
　

一
念
弥
陀
仏
即
滅
無
量
罪
　
実
盛

（八
五
三
）
　

当
麻

（
一
二
〇
八
）
　

慮
舎
那
仏
を
　
安
宅

（五
八
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

物
騒
　
隅
田
川

（
一
〇
二
四
）
　

万
物
時
に
あ
り
な
が
ら
　
氷
室

（
一
七
七
五
）

ベ
　
ッ

別
し
て
　
春
栄

（九
二
三

・
九
二
四
）
　

別
当
　
調
伏
曽
我

（
一
三
六
二

別
は
　
海
人

（八
三
）
　

生
別
離
の
　
谷
行

（
一
二
九

一
）
　

離
別
し
て

ホ

ッ

一
念
発
起
　
鍾
道

（九
七
九
）
　

卒
都
婆
小
町

（
一
一
七
八
）
　

発
心
　
一局
野
物
狂

（七
五
三
）

久

（
二
〇
七
九
）
　

発
身
　
護
法

（
三
二
九
八
）

放
下
僧

（
一
八
六
四
）

マ
　
ッ

末
社
　
右
近

（
一
八
六
）
　

老
松

（
三

一
二〇

　

放
生
川

（
一
八
七
七
）
　

末
世
　
杜
若

（四

一
六
）
　

花
月

（四
四

一
）

野
物
狂

（七
五
三
）
　

舎
利

（九
二
）
　

抵
〓
願
寺

（
一
〇
五
五
）
　

蝉
丸

（
一
一
三
二
）
　

張
良

（
一
三
七
三
）
　

羽
衣

（
一

四
三
）
　

花
筐

（
一
七

一
三
）
　

桧
垣

（
一
七
四
六
）
　

一二
輸

（
一
九
九
九
）
　

盛
久

（
二
〇
七
七
）
　

熊
野

（
二

一
四
四
）

弓
八
幡

（
二

一
三
八
）
　

弱
法
師

（
三
二

一
八

・
三
二
二
一こ

　

末
法
　
東
岸
居
士

（
一
四
四
七
）

一
三

六

五

）

鉄
輪

（四
九

一

海
人

（九
五
）

一
一
一〓
一一
一）

V天
王

竹 記
雪 別○

⌒ を ト

（一一〇）

差

`

盛六 高



密
宗
　
日疋
界

（
一
〇
六
三
）

メ

ッ

滅
し
　
遊
行
柳

（
二

一
二
三
）

俊
寛

（九
五
五
）
　

是
生
滅
法

モ

ッ
供
物
を
　
鉄
輪

（
四
九

二
２
）
　

御
神
物
と
も
　
加
茂

（
五

一
七
）

〇
八
）

ラ

ッ

放
埓
し
た
る
　
一員
野
物
狂

（
七
五
〇
）

＝
ノ

ッ

六
宮
　
楊
貴
妃

（
二

一
六
〇
）

律
師
　
来
殿

（
三
二
二
九
）

レ

ッ

来
殿

（
三
二
三
〇
）
　

座
列
せ
り
　
春
日
龍
神

（四
七
四
）

春
栄

（九
二
七
）
　

木
賊

（
一
五
〇
六
）
　

武
烈
天
皇
　
花
筐

（
一
七
〇
四
）

右
の
促
音
の
も
の
の
中
、
殺
生

・
説
法

・
脱
す

・
鉄
壁

・
八
歳

・
発
起

・
筆
者

・
仏
教

・
末
世

・
律
師
な
ど
の
日
常
語
を
除
き
、
謡

い
方
の
特
殊
の
も
の
に
つ
い
て
い
う
と
、
助
詞

「
は
」
は
上
に
促
音
が
来
る
と
夕
と
謡
う
。

「
朧
月
は

・
大
菩
薩
は

・
時
節
は

・
両
舌

勝 一
劣 O ttO

を 卜し

顕
密
兼
学
　
是
界

（
一
〇
六
三
）

滅
し
て
　
通
小
町

（五
四
四
）
　

滅
せ
し
事
　
鴛

（
一
六

一
こ

関
寺
小
町

（
一
〇
八
〇
）

一三
井
寺

（
一
九
六

こ

　

生

滅

し

代
物
を
　
桜
川

（八
二
八
）

（一一一）

滅
色
　
歌
占

（
一
九
五
）

歌
占

（
二
〇
〇
）

和
光
利
物
は
　
絵
馬

（
三
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は

・
獄
率
は

・
白
髪
は

・
天
罰
は

ｏ
後
仏
は

・
自
仏
は

・
前
仏
は

・
利
物
は

ｏ
差
別
は
」
の

「
は
」
は
皆
夕
と
謡
う
の
で
あ
る
。
動
詞

「
あ
り
」
な
ど
が
接
す
る
と
、

「
士
卒
あ
り
」
の
如
く
な
る
。
助
詞

「
を
」
が
つ
く
と
、
卜
と
な
る
。

「
花
月
を

・
年
月
を

・
明
月
を

・
時
節
を

・
一
鉢
を

・
衣
鉢
を

。
罰
を

・
天
罰
を

・
大
念
仏
を

・
慮
舎
那
仏
を

・
天
王
記
別
を

・
供
物
を

・
代
物
を

・
優
劣
を
」
等
は

皆
卜
と
な
る
。

日
常
語
で
ツ
お
Ｌ
と
い
う
語
も
、
助
詞

「
と
」
が
つ
く
と
す
べ
て
促
音
に
な
る
。

「山
賤
と

・
同
穴
と

・
海
月
と

ｏ
花
月
と

・
令
月

と

・
白
骨
と

ｏ
菩
薩
と

・
切
々
と

・
白
髪
と

・
一
仏
と

・
無
量
寿
仏
と

・
不
成
仏
と

・
即
仏
と

・
弥
陀
仏
と

・
御
神
物
と
」
の
類
で
あ

る
。

「
山
賤
」
だ
け
は
観
世

・
喜
多
共
に
ツ
と
そ
の
ま
ま
に
謡
う
こ
と
は
前
に
記
し
た
。

以
下
は
ツ
を
ノ
ム
音
に
も
な
し
得
る
の
が
下
に
接
す
る
語
句
な
ど
の
た
め
促
音
に
謡
う
。

「
鉄
札
数
を
尽
く
し

・
柳
髪
風
に

・
時
節

刑
数
に

・
菩
薩
声
々
に

・
真
実
志
の

・
念
仏
四
五
返

ｏ
漢
月
袖
に

・
時
節
唯
今
な
り

・
桂
花

一
日
唯
同
じ

・
江
月
照
し

ｏ
咬
月
照
し

・

万
物
時
に
あ
り
な
が
ら

。
弥
陀
仏
即
滅
無
量

ｏ
退
出
し
け
る

・
離
別
し
て

・
生
滅
し

・
放
埓
し
た
る

・
一
列
し

・
念
仏
し
て

・
念
仏
す

・
成
仏
す
る

・
成
仏
せ
し
め

・
座
列
せ
り

・
颯
々
た
る

・
白
髪
た
る
べ
き
が

・
八
月
九
月

ｏ
明
月
清
風

・
朧
月
松
閣

・
菩
薩
聖
衆

・
解

脱
上
人

・
念
仏
三
昧

・
念
仏
衆
生

・
仏
衆
生

ｏ
紫
雪
紅
雪
と
て

ｏ
時
節
到
来

・
斜
日
竹
竿

・
大
菩
薩
八
幡

・
生
別
離

・
一
殺
多
生

。
一

筆
啓
上

・
顕
密
兼
学

・
讃
仏
転
法
輪

・
成
仏
得
脱

・
人
仏
不
二

・
龍
女
成
仏
さ
て
こ
そ

・
仏
力
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

以
上
の
中
、
ノ
ム
場
合
に
示
し
た
語
句
と
全
く
同

一
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
等
は
節
付
等
の
た
め
促
音
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
促
音
の
場
合
の
実
際
の
謡
い
方
は
節
の
つ
い
て
い
な
い

「
詞
」
の
と
こ
ろ
は
は
っ
き
り
促
音
に
す
る
が
、
節
付
の
場
合
、
多
く
は

音
を
引
い
て
軽
く
促
音
が
入
る
よ
う
に
謡
う
の
で
あ
る
が
、
紙
面
が
増
す
の
で
別
に
記
す
こ
と
は
割
愛
し
た
。
流
儀
に
よ
っ
て
は
、
同

じ
語
で
も
読
み
方
や
発
音
の
違
う
の
も
あ
り
、
そ
の

一
二
は
前
記
中
に
も
記
し
た
が
、
大
仏
供
養
中
の

「
大
仏
供
養
」
は
観
世

・
金
春

は

「
仏
」
を
ノ
ム
に
従
い
、
喜
多
は
促
音
に
し
、
宝
生
は
ノ
ム
に
も
促
音
に
も
せ
ず
普
通
の
ツ
に
謡
う
。
大
原
御
幸

中

の

「
悉
達

太

（一一一一）
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（一一一一一）

子
」
は
観
世

・
喜
多
は
ジ
ツ
ダ
タ
イ
ン
と
読
み
、
ノ
ム
で
謡
い
、
金
春
は
シ
ッ
ダ
タ
イ
ン
と
促
音
に
し
、
宝
生
は
シ
チ
ダ
タ
イ
ン
と
謡

う
類
で
あ
る
が
、
今
回
は
専
ら
宝
生
流
を
主
と
し
た
の
で
、
こ
れ
も

一
々
記
さ
な
か
っ
た
。

な
お
引
例
中
、
朽
骨

・
大
菩
薩

・
法
華

一
仏
な
ど
次
に
来
る
語
を
記
し
て
な
い
も
の
は
、
そ
れ
が
本
文
で
終
止
的
に
な
っ
て
い
る
場

合
で
あ
る
。
初
め
の
原
稿
で
は
後
に
続
く
文
句
も
書
い
た
の
で
あ
る
が
、
紙
面
節
約
の
た
め
削
除
し
た
。
そ
の
外
で
も
中
途
で
削
除
し

た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
大
分
統

一
を
欠
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。


